
行報
政告

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
力
が
高
い
と
さ
れ
る
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
り
、
全
国
的
に
急
速
な

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
館

保
健
所
管
内
で
も
、
複
数
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
累
計
で
７
０
０
人

を
超
え
る
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
月
24
日
に
、
県
が
独
自
の
感
染

警
戒
レ
ベ
ル
を
「
３
」
に
引
き
上
げ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
区
域
と
の
不
要
不

急
の
往
来
や
、
不
特
定
多
数
の
飲
酒

を
伴
う
会
食
や
長
時
間
の
飲
食
を
避

け
る
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク
の
回
避
に

つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
通
し
て
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
臨
時
広
報
を
発
行
し
、

家
族
が
感
染
し
た
場
合
や
、
自
分
が

接
種
間
隔
の
前
倒
し
の
指
示
を
受

け
、
本
市
で
も
高
齢
者
へ
の
接
種
を

７
カ
月
に
前
倒
し
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
予
約
枠
に
余
剰
が
生
じ
た
場

合
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
接
種
を
行
い
、
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
活
用
と
接
種
の
加
速
化
に
努
め
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
接
種
希
望
者
が

安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

よ
う
、
き
め
細
か
な
周
知
に
努
め
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
接
種

を
進
め
ま
す
。

▪
令
和
３
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付

け
状
況

　
生
産
の
目
安
で
あ
る
１
９
９
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
、作
付
け
面
積
は
、

１
９
８
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
生
産
の
目

安
を
達
成
し
、
本
市
全
体
の
収
穫
量

は
１
万
１
２
０
０
ト
ン
で
し
た
。

　
令
和
４
年
産
米
の
生
産
の
目
安
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
な
米
の
需
要
に

加
え
、
在
庫
の
動
向
や
秋
田
県
産
米

の
シ
ェ
ア
率
な
ど
を
勘
案
し
、
鹿
角

地
域
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
令
和

３
年
産
米
と
同
様
に
飼
料
用
米
な
ど

へ
の
作
付
転
換
に
よ
っ
て
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
と
し
、
昨
年
よ
り

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
少
な
い
１
９
９
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
定
め
、
JA
な
ど
に
提
示

し
て
い
ま
す
。

濃
厚
接
触
者
あ
る
い
は
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
の
対
応
、
感
染
の
不
安

が
あ
る
場
合
の
無
料
検
査
情
報
の
周

知
と
併
せ
、
感
染
者
に
対
す
る
差
別

的
扱
い
や
誹
謗
中
傷
の
防
止
に
つ
い

て
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

▪
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
中
心
市
街
地
に
人
の
流
れ
を
つ
く

る
、
取
り
組
み
の
効
果
を
持
続
さ
せ

る
と
と
も
に
、
都
市
機
能
の
最
大
活

用
を
図
る
た
め
、
新
た
な
中
心
市
街

地
活
性
化
プ
ラ
ン
で
は
、「
多
世
代

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
な
か
」

と
「
人
が
行
き
交
う
訪
れ
た
く
な
る

ま
ち
な
か
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
や
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
み
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
ま
す
。

▪
木
育
の
推
進

　
幼
少
期
か
ら
木
材
に
親
し
み
、
愛

着
や
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、「
木
育
推
進
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
参
画
団
体
な
ど
が
、

木
の
伐
採
か
ら
製
品
加
工
ま
で
分
担

し
て
、
鹿
角
産
材
を
利
用
し
た
玩
具

を
製
作
し
ま
し
た
。
今
後
、
製
品
を

増
産
し
、
市
内
の
１
歳
６
か
月
児
健

診
の
対
象
者
に
贈
呈
す
る
ほ
か
、
本

市
の
特
産
品
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
も
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
場
産
材
の
魅
力
向
上
と
需
要
の
掘

り
起
こ
し
に
つ
な
げ
ま
す
。

▪
令
和
3
年
観
光
客
数
と
宿
泊
客
数

　

観
光
客
数
は
約
１
０
３
万
人
で
、

前
年
比
約
16
％
の
増
、
宿
泊
客
数
は

約
15
万
人
で
前
年
比
約
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
月
別
で
は
、
市
独
自

の
観
光
応
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た

６
月
は
、
前
年
同
月
比
約
２
０
０
％

の
入
込
み
と
な
っ
た
ほ
か
、
10
月
以

降
は
県
内
や
近
隣
か
ら
の
教
育
旅
行

の
増
加
に
よ
り
、
回
復
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

▪
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

　
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
に
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、
２
月
１

▪
移
住
の
促
進

　
12
月
８
日
に
、
移
住
に
関
心
の
あ

る
子
育
て
中
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を

対
象
と
し
た
、「
雪
国
の
暮
ら
し
方
」

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
開
催
し
、
４

世
帯
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
雪

国
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
、
雪
道
の
運

転
や
除
雪
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
相

談
会
を
通
じ
て
、
雪
国
の
生
活
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
個
別
の
移
住

相
談
な
ど
を
実
施
し
、
移
住
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▪
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　
２
月
８
日
か
ら
、
対
象
と
な
る
住

民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
３
６
１
８

世
帯
へ
確
認
通
知
を
発
送
し
て
い
る

日
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

顔
認
証
登
録
に
よ
る
入
退
場
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

夜
間
や
土
日
・
祝
日
も
利
用
可
能
に

な
る
た
め
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

▪
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
・
雇
用

対
策

　
地
域
雇
用
維
持
支
援
金
に
つ
い
て

は
、
２
月
20
日
現
在
で
11
社
に
対
し

約
３
０
３
万
円
を
交
付
し
、
６
８
９

人
の
雇
用
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
の
第
５
波
の
影
響
を
受
け
た

事
業
者
に
対
す
る
事
業
継
続
支
援
金

で
は
、
１
５
９
事
業
者
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

▪
ふ
る
さ
と
か
づ
の
絆
プ
ラ
ン
事
業

　
市
内
の
小
・
中
学
校
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
交
流
や
農
作
物
の
収

穫
体
験
交
流
、
伝
統
芸
能
の
相
互
発

表
交
流
な
ど
、
小
・
小
連
携
や
中
・

中
連
携
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
動
画
配
信
や
文
化

の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
で
の
パ
ネ
ル

展
示
で
発
表
と
し
ま
し
た
。

ほ
か
、
家
計
が
急
変
し
た
「
家
計
急

変
世
帯
」
に
つ
い
て
は
、
２
月
14
日

か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
、
提
出
書

類
を
受
領
後
、
１
世
帯
当
た
り
10
万

円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種

　

３
回
目
の
接
種
は
、
１
月
24
日

か
ら
一
般
高
齢
者
へ
の
接
種
を
開

始
し
、
３
月
ま
で
は
市
内
10
カ
所

の
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
実
施

し
、
４
月
以
降
は
集
団
接
種
を
併
用

し
て
実
施
し
ま
す
。
２
月
20
日
時
点

で
、
１
回
目
接
種
を
終
え
た
方
は

２
万
５
４
１
５
人
、
２
回
目
接
種
を

終
え
た
方
は
２
万
５
２
６
５
人
、
３

回
目
接
種
を
終
え
た
方
は
６
０
８
７

人
で
す
。

　
感
染
の
急
拡
大
に
伴
い
、
国
か
ら

▪
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想

　
各
小
・
中
学
校
で
は
、
学
習
活
動

の
ほ
か
、
日
常
の
健
康
観
察
や
臨
時

休
業
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
12
月
に
行
わ
れ
た
秋
田
県
学
習

状
況
調
査
の
結
果
で
は
、
本
市
に
お

け
る
授
業
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利

用
頻
度
は
、
小
・
中
学
校
を
合
わ
せ

て
42
・
９
％
で
、
全
県
平
均
の
28
・

４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

特
に
中
学
２
年
生
で
は
、
県
平
均

26
・
４
％
に
対
し
65
・
８
％
と
、
授

業
で
頻
繁
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
児
童
・
生
徒
の
情
報
活
用

能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
習
活

動
な
ど
で
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
が
２
月
17
日
か
ら

20
日
ま
で
の
日
程
で
、
第
95
回
全
日

本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
２
月

23
日
か
ら
27
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
無
観
客
や
さ
ま
ざ
ま

な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
中
で
の
開

催
で
し
た
が
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、無
事
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
‐
０
２
０
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
3
回
目
接
種
実
施

鹿
角
産
材
を
利
用
し
た
木
育
推
進

小
・
中
学
校
の
学
習
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
活
用

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

行
政
報
告
を
行
う
関
市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
臨
時
広
報

ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　
令
和
４
年
第
２
回
鹿
角
市
議
会
定
例
会
が
2
月
25
日
か
ら
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
の
行

政
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

木
育
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ふ
る
さ
と
か
づ
の
絆
プ
ラ
ン
事
業

活
動
発
表
の
パ
ネ
ル
展
示

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
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